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　　　　　Masayuki Tashiro,KeiiiYamasaki and Mikiko Yamasaki　　　　し

Abstract : - From the Izumi Group (Upper Cretaceous) distributed at Kagawa Prefecture

and its adjacent areas, many interesting fossil assemblage beds are present. Large Oyster

assemblage bed and 訂ｅtａｐｒａｃｅｎtｉｃｅｒａｓ（Ａｍｍｏｎｉte）bedare probably made 略of limited

geological　times　of　which　仙e　fomer ｗ瓦s　Latest　Campanian　and　the　later　was　Late

Campanian. Several inoceramid assemblage beds each of which was consisted with　only

species, are developed in each Constance surcum environmental sediment. i. e.，Ｓｐｅｎｏｃｅｎｘｍｕｓ

ｓｃｈｎｘidtiappears from the dark gray mudstoneにＩｎｏｃｅｒａｍｕｓ（Ｃａtａｃｅｒａｍｕｓ)aff. balだらＳ

and /. (C.) aff. toyajoanas, from siltstone･, and 7. ｓhifeotａＲｅｎｓiｓ,　iｒom fine grained

sandstone. At the basal part of the Group, fossiliferous laimy sandstone brocks which was

consisted with only species of Baculites aff. kotanii, and the same sandy mudstone beds

which　was　made　of　slumping　c卯ditional　sedimentations, are　present. The　mudstones

containe　numerous　bivalve　fossils　of　which　were　contaminated　ｗ社h　variable　living

conditions.　　　　　　　　　　　　　　　，.

キーワード：和泉層群　上部白亜系　イノセラムス　大型カキ

　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　１　：はじめに

　本報告は香川県を中心に，上部白亜系和泉層群の大型化石の産出とその産状・層序・分布につい

て纏めたものである。　　　　　　　　　　　　　：　犬

　四国の和泉層群は西は愛媛県松山周辺から，東は徳島県鳴門周辺まで，中央構造線の北側に沿っ

て細長く，しかし広範囲に分布している。この和泉層群の基底の堆積は西側で早く（カンパみアン

中期：野田･＼田代,づ973),東側で新しい「マース｀トリヒシアン:Morozumi,」985 ；kodama,

1989)ことが分かっている。本地域の塩江・兼割などの和泉層群基底部近くから多種の貝化石が出

ることが知られているが，それらについては，これまで報告された和泉層群の貝化石(Ichikawa

and Maeda (1958) ; Morozumi, 1985 ；野田・田代, 1973 ；田代, 1985,など）と大差ないので，

ここでは，こごの貝化石の記述は省略し，本地域に特徴的なイノセラムス・アンモナイト・大型力

牛密集層などを中心に，和泉層群の化石相について,上筆者の一人田代による日本各地の上部白亜系

化石相の情報を加えながら考察する。尚，本報告に使用した愛媛県の化石を除く殆どの標本は，共

著者山崎夫妻の採集によるものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上上
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た標本（少なくともこの成員の殻高ｌ ｍは越えている）を観察した記憶がある。この周辺には現地

生の産状を示すウニ化石や，Ｎ.　bｒｅｕiｓが出ている。

　石風呂では, Ｓ.　ｓｃｈｍｉｄtiは，暗灰色泥岩優勢な砂岩・泥岩のタービダイト性互層の泥岩部から

多量に出る。しかし完全な標本は少なく，またレそれぞれ数個体の�ｏｃｅｒａｍｕｓ（Ｃａtａｃｅｒａｍｕｓ）

aff.hｕltlcｕｓとＳｐｈｅｎｏｃｅｒａｍｕｓｓａｃｈａｌｉｎｅｎｓiｓの破片状の標本も混在する。この産状は恐らく流

れ込みによるものであろう。同所的にＮ.　bｒｅｕiｓ, Ａ.（７.）"yｏｓh-idai，　Ｍ.ｙｒtｅａａｎｇｕlaliｓやウニ

化石が現地生に近い産状で出る。　この石風呂のＳ. ｓclｕｎｉｄtiは，殻高5 ― 6 cmくらいまでは，

ｓｎｈｍ.i.ｄti.特有の亜放射状肋が出現せず，小さい標本ではＳｐｈｅｎｏｃｅｒａｍｕｓ　ｎａｇａｏｉとの区別が困

難である。この形態のｓch,ｍ,i.ｄtiや同所的に出る他の二枚貝化石は，甑島や，天草下島軍浦（大塚

雅勇氏採集）の姫浦層群上部亜層群のほぼ中部（Ｕ-Ｈ層の上部）から出現する。

　Ｓ.　Ｓｃｈｍｉｄtiの生息環境については，甑島の標本を基に，利光ほか(1992)による詳細な研究報

告がある。四国での本種の産出する周辺の岩相が，層理の比較的鮮明なタービダイト性の泥質岩に

限られていることは，九州での報告と矛盾しない。筆者の一人田代による日本各地のＳ，Ｒｃｈｍ.idti

産出層の観察では本種の出現時期は従来の位置（Ｓ.　ｎａｇａｏもの産出層準より新しい:Matsumot-

o, 1954によるK5bの後期）で，本種の生息環境に適した暗灰色泥岩相の条件が整っていれば，

マーストリヒシアン（例えば甑島の姫浦層群・四国外和泉層群・北海道日高山脈南東地域の白亜系

など）に及んでいる。

Tｎｏｃｅｒｎ,ｍ,ij,ｓ（Ｃａtａｃｅｒａｍｕｓ)aff. balticus Bohn

　本種がヨーロッパ複式のＩｎｏｃｅｒａｍｕｓ balticｕｓと同種かどうかと言う問題は，ここでは考えな

い。カンパニアン中期に西南日本各地から産出するイノセラムスの中で，図版に示したような，比

較的密な同心円肋を殻頂付近に持ち，殼の外形が，横に長い形態のイノセラムスをaff.を付して

ｈａｌt.i.cii.ｓと呼ぶ事にする。

　香川県財田町周辺からの本種の産出は，以前から知られていたが，最近琴平南方灰倉付近の農免

道路工事現場の崖から，本種の密集層が発見された。それは，暗灰色シルト質泥岩断然優勢な砂岩・

泥岩のタービダイト性互層のなかに発達した厚さ約１ ｍ， 幅７－８ｍのレンズ状の密集層であった。

産出個体は，何れも7 －10cmのほぼ同じ殻高を示していて，恐らく同世代個体からなるコロニー状

群集と思われる。この密集層中には他の動物化石は皆無であるが，周辺のシルト岩からは大型のウ

‾９ 単体サンゴの他に，稀にⅣ．bｒｅｕiｓ,　Ｐｅｒφｌｏｍａ　ｎａｓaiｙｃｍａ,　Ａ.(T.)yos反面i, Solemya

aｎｇｕｓtｉｃａｒｄａtａ，　Ｍ．ａｎｅｕlaliｓなどの泥底生の貝化石が出る。周辺の貝化石や，イノセラムスの

産状はＳ.ｓｃｈｍｉｄtiの場合によくにているが，周辺の岩相は一般にＳ，ｓｃｈｍｉｄtiに比べ，幾分粗

粒なシルト質堆積物である。本種と同種と思われるイノセラムスは，甑島や熊本県天草下島姫浦層

群上部亜層群からも多数知られているし，四国四万十帯有岡層からも，よく似た標本が出ている

(Tashiro, 1976 ；甲藤・田代, 1979 ；加納ほか, 1989)。九州でも，本種の産出はＳ.ｓｃｈｍｉｄtiよ

りも粗粒な堆積物から出ていて，Ｓ.Ｒｃｈｍｉｄtiとは岩相の違いにより，交互して産出するため，両

者間には層序的上下関係は無い。本種は五(Ｃ.)tｏｙｃりｏａｎｕｓ　よりも遅れて出現するが√そのレン

ジはカンパニアン中期からマーストリヒシアン初期に及んでいる。

Iｎｏｃｅｒａｍｕｓ（Ｃａtａｃｅｒａｍ皿)aff.£oyajoanus Nagao and Matsumoto

　本種は/. (C.) aff. balticusによく似た同心円肋を持つ種であるが, aff. baitもｃｕｓよりも縦

長い殻の外形を持つ点で異なる。紀州の外和泉層群鳥屋城層から出る/. (C.) toＡｉａｊｏａｎｕｓ　の模式

標本よりも，殻頂部の同心円肋が密になっている点で異なっている。この形態のイノセラムスも，
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甑島や天草の姫浦層群上部亜層群には普通に出る。大本種=は;………/Ljヽ|･|=でｋ

（同一岩塊ではない）に出る事もあるが，一般には，やや下位（カンパニアン初期一中期）の層準

に多く産出している。　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　本種も丿｡(C ) aff.balticｕｓとほぼ同じ規模のレンズ状に発達七だ本種めみの密集層から出る。

その産地も灰倉の崖で，ここでは/. (C.) aff.balticiASの密集層とほぼ同じ層準にあるが，両者

は，あたかも住みわけたように，同一レンズ状岩塊からは一諸には出ない。その密集層は，産出す

るイノセラムス個々の大きさが殻高1恥ｍ前後で,十ぽぼ同世代の個体からなるｊ台ニー状群集で構成

されている。姫浦層群では，本種は/. (C.) aff。飽Z庇回と同層準に出現するが，両者が重なる

部分では，より下部にaif.　tｏＡｉａｊｏａ几揺ｓが多く上部ではaff. balticusが多く，マーストリヒシ

アンでは殆どaff. balticusに変わる。また両者の中間の形態も,＼九州・四国∧りﾋ海道など，各地

に観られるので，両者の形態の違いは，コロニーをなしで生息する海底面の地形や供給される周辺

の堆積物の量の違いなどに適応した個体変異を示している可能性もある。

iｎａｃ.ｐ.ｒａｍｕＲ　（Ｃｏ,tｏ,ｃｆｉｒａｒｎ,ij.ｓ）ｓh.i.feotａｎｅｎ.ｓi.ｓNagao and Matsumoto

　本種は，殻頂から5－6cmまでは, /. (C.)ｈｏ.!,ti,ｒ7j,ｓによく似た外形と装飾を持つが，その殻高

を過ぎた付近から，急に殻表が内側へ曲がる為,十殻幅が大きくなり√その時点以降の同心円肋は弱

く低く幅広くなる。

　従米本種の産出は，カンパニアン・マーストリヒシアンで境界付近のマースレトリヒシアン寄りから

産出するとされているが，香川の西方の和泉層群ではレ比較的上部め砂岩優勢なタービダイト相の

砂岩から出ている。香川の東部地域や徳島の和泉層群ではカンパニブン後期と考えられている基底

疎岩近くにも出る。また本種は徳島羽ノ浦地方の外和泉層群（カンパニアン後期）や，天草の姫浦

層群上部亜層群ﾀﾞ（カンパニアン後期），四国宿毛東方の四万十帯有岡層（カンノパニアン後期）から

も産出している。いずれの産地でも，本種は砂岩一砂質シルト岩に散点的な産状を示している。本

種のレンジはカンパニアン後期からマーストリヒシアン初期に及ぶものと思わ/れる○　　　･･

大型カギＣｒａｓｓｏｓtｒｆｉｎ"礁

　香川県の和泉層群に，馬蹄石の名で知られる殻高30-40cmもある/大型カキの密集層がある。この

密集層は和泉層群にかぎらず，天草下島・甑島の姫浦層群や，北海道天塩地方の上部蝦夷層群の，

ともにカンパニアン後期の後期に集中して観られる（田代・野田, 1973)。最近，九州地方の大型

カキ密集層を材料に，その古生態・古環境につ=いての詳細な研究がある（利光ほか, 1990)。

　和泉層群の大型カキ密集層は，西側では香川・徳島県の県境近くめ財田町南方の採石場付近から，

香川県土器川上流を経て，東側では香川県白鳥町に出現する。その層序的位置関係は，柱状図に示

したように，財田南方では基底部よりはるかに上位の，砂岩優勢なタービダ子ト相の直下にあるが，

白鳥町では基底部に近い砂質泥岩部にあり，中間の土器川上流でぱ基底部に重なる泥岩優勢なター

ビダイト相中にある。このカキ密集層を結ぶ線は，和泉層群の岩組層序の変移には関係がなく，四

国各地の和泉層群の基底傑岩を結ぶ線とは斜交しているo
j.｡この関係は，九州のカキ相についても同

様で，九州地方では，カキ密集層め上・下位に出現する岩相と他の化石相と同じ堆積物が，何度も

繰り返七ているにも拘らず，カキ密集層は甑島・天草とも同一時間面（カンパニアン後期の後期）

と思われる部分に突如出現するように見える。和泉層群の力半密集層の時間面も，上・下に出る種々

の化石相から推定すれば，カンパニアン後期の後期が示唆される。
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図２：九州の姫浦層群上部亜層群と四国の和泉層群の基底部一下部付近との対比図

　岩相

　Ａ：砂岩優勢なタービダイト相　Ｂ：底部は疎質砂岩から始まり主部は粗一中粒砂岩で，上部は緑灰色

　泥岩が10－20m毎に繰り返される堆積相　Ｃ：細粒砂岩優勢な砂岩シルト岩が数－10数ｍおきに交互す

　る堆積相　Ｄ：暗灰色の比較的葉理鮮明な泥岩優勢で数cm規模の薄い砂岩と互層をなすタービダイト相

　Ｅ：シルト質泥岩断然優勢なシルト岩・砂岩互層で，微小な陳径からなる含疎泥岩を伴う一種のタービ

　ダイト相　Ｆ：基底辣岩を伴う粗一中粒砂岩層でに含辣泥岩を伴う。

　化石

　１：ｉｎｏｃｅｒａｍｕRci.　ｇｏｌｄがｉｓｓiaRitｓ, I.　ｓfiifeotａｎｅｎｓiｓ　2：Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓ（Ｃａtａｃｅｒａｍｕｓ) aff.

　ｔｏ＾ａｊｏａｎｕｓ,　I.(C.) aff. balだcus　3:Ｓｐｈｅｎｏｃｅｒａｍｕｓ ｓｃｈｍｉｄti　4：ＢａｅｕiitＲＲ ｒｅｘ　5:召.

　spp, (Ｂ.　ｆｅｏtaniiを含む）　６■｡ Ｍｅtａｐｌａｃｅｎtｉｃｅｒａｓｓｕbtiliｓtｒiatｕｍ∧産出位置　７：大型ウニ

　８：小型のウニ　９：大型カギＣｒｏ.Ｒｓｏｓt.ｒＲｎ."密集層　数値：フィショントラヅク法（吉田ほか

　1985)による地質年代(Ma)　Ｎ・Ｒ：古地磁気(Kodama and Baba 1988 ； 小玉1990)の正帯磁

　（Ｎ）と逆帯磁（Ｒ）　矢印：同時間面の推定　　‥　　　　　　　　　　　　　十

Mｅtａｐｌａｃｅｎtｉｃｅｒｃむｓ　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　：

　本地域のダンモナイト（訂友

７ヵ所に及ぶ。このアンモナイトの産出地点を結ぶ線は/，途中の塩屋付近で，西側は南にずれてい

て，南北方向の断層の存在を明示している。また，:その産出地点の岩相は砂岩・泥岩・シルト岩・

疎質砂岩などと様々であり，和泉層群の岩相層序の変移には関係なく，和泉層群基底部を結ぶ線と

は，西側では離れ，東側では接近しでいる。この関係は大型カキ密集層の場合と同じ傾向にあり，ト

カキ密集層よりもはるかに明瞭である。　　　　　　　　　　　　　ニ　ニ　犬

　本邦で最初のＭｅtａｐｌａｃｅｎtｉｃｅｒａｓ産出報告は，北海道の上部蝦夷層群（函淵層群相当層の部分）

のカンパニアン最上部とされる部分である。九州では,いまだ，このアンモナイトの報告はない。
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Bａｃｕlitｅｓﾚ密集層　………　万　　　．．･．･．　　．・･･　．･ｊ=よく∧…………………j…………=ﾄｿ＼j…………ﾉ…………:（=こし…………万ﾆ.）万…………＼上………

　ニ香川県の西部財田丿町本篠や観音寺市奥谷の和泉層群基底部付近φ砂岩層中にレＢ･ia-ｃｕlitｅｓ，ト（アン

モデイ①）のみがレンズ状に密集した石灰岩質ブノ加.=.=ヽソングがﾉあﾉるし…………j｡ブ≒……lt

トｍである。Ｂｏｃｕlitｅｓの種は，クリ←土ングが不可能に近万緑ンめｿ=……jよ=く=半ljらなりヽjｶﾇ;:゜:断片的に得

られる形態の特徴から√Ｂａｃｕlitｅｓﾉｋｏtaniiﾚとく息

る産地は,丁和泉層群で:は徳島県寄りめ基底部に,万

と同所的に出ている。Ｂａｃｕli=£eSのみの密集層

限られ七いる．　　　　　．･･．･･．　　　　　･．　．･･．

和泉層群基底部貝化石層づ犬……1…………………=……,万………万

　和泉層群分布地域かづら，∧こｿれま薗に記載されたｲﾚ……/j

岩部に産出す･る＼Ｙａａｄｅａ、ﾄＬｏｘｏトなどの極浅海

Ｎｕｃｕla√Ｐａｒｕａｒｒｔ臨ｓiｕｍすぶどの公海生貝化石刻

壮ｅＳﾆが他の｣ﾖ を伴っjて産出す

トも多くしφ貝化石

付近の2こ地点に

多]く二め二枚貝化石は,<基底疎

㈲ご出:る＼Ａｃｉｌａ、

含疎泥岩尚(スラ

ンプ堆積相)△から産出していて√トぞれら=jには殆万ど浅海生]ﾉ(公海生:の貝化石が混在し4……メラjンプiと伴

う流れ込みの産状を示す。その貝化石政種/･属=の構成は愛媛県上(西側卜と香川し（徳島県ﾚ(東側)で

は大部分が共通してい)るﾉ(田代レ↓985)が、例え揉ﾉ皿営丿肩心＼((犯行加半皿)し万一ｉａｐｏｎｉｃａ、Ｙ確証ｅａ

ｌａｐｏｎｉｃａ√｡･ＡｐｉｏtｒｉｇｏｍａニｃｒａｓｓｏＴ･ａｄｋｔtａ＼な百ﾌの〉様ヰ西灘ﾉヴ……けﾉﾆ4ﾆ=:1出jる==2万種jぺ

(y＼ｌａｎｏれａｕiｓ＼ｓｐｒｅａｄｅｎｃｅ)二Ｙａａｄｅａ◇obｓｏｌｅt収入Ｍｉｃｍ尚ｻﾞ尚うｚｕｍｅｎｓiｓ、＼へＡか油粕ＭＸ　ｅｌｅｇtｉｎｓなど

の様jに東側めみに知られる種もあJる。十　　……………ﾚI………j……………:=………:.j j………I=:＼…………〉………………万……:………万……:…………

　天草下島・甑島の姫浦層群上部亜層群や北海道小平ﾄ4::遠別ﾚj………,様似地域の蝦夷米函淵層群の二枚貝

群集内の変遷聚参考にすれば,トこのなjかで人=ｃｒａｓｓｏｒａｄｉａｔt丿ヤプＭｉｃｒｏｎｅｃｔｅｓ，ﾉﾉＡｅｎｏｍ'ｙａｘや，

Ｙａａｄｅａの種の違いは両者問の時間的違いを表し√Ｇりicyme八ｓ……万万:ﾕ:G

　はその両方(時代１ 環境φ違い=)を示している＼と考元万ら……れｿ石ﾚﾆｹ……j……:ﾉ＼∧…………;…………:……＼…………1ﾚ十万…………=

　　し　　　　……∧犬上　……　…３ ：ｲﾋ石相森考察ｹﾞ＼ニylﾚ万………ﾚﾚ⊃………〉j/∧ﾄ=…………………/jしに12………j=I/……:万し…………

∧和泉層群の堆積はご西側で早く始まﾆりにそ沓時期は産出する=,宍ｲｿ=……:ﾉ万々=や≠

そ画他の二枚貝類の組合せから力ｙパ二すン中期の後期〉(野田末田代1973)ﾚｿﾞﾉと考;えられた√姫浦

層群ではTashiro (1976),十によるトＵ７ｎし層の上部層に画か宍る,よ……上丿部蛙|.J夷･..層群･-e{;

域では√この部分の露:出jはない。＼ま∴た姫浦層

徴的に含む暗灰色泥岩は北海道比=はなﾉ=くﾉ(まだ筆者万=jらJ4=tt.観察ﾌﾟじ=でい証い)し:

の産出ﾀﾞは,△遠別,･佐久や穂別・様似=なレどのサソ下=ﾉ≠j ず ｼ 万ダ

ダルノト質泥岩中:に,ニ流れ込み状に他の貝化石と混在ﾃしす産出万:し.万で.･.り=ﾒ･･るJ.
.･=j
そ万

序的位置は,･･ Matsumoto (1954)はじ＼め多△<〉四研究者が力ノヅザ半ダク]中匍

　一方√四国の和泉層群分布地域の東端の和泉層群四基底部は√1………香万Jj!I県1の

ていて√ここしからはIれｏｃｅｒａｍｕｓニafｔｉｆｅｏtａｎｅｎｓiｓﾀﾞ……ti

化石を産し，白鳥は大型カキ層の産出ず知られる=よ=

の下部層に知られるく(田代･=大塚に1978く;y

(1976)によればレこ･の位置のご貝化石相執j

パ４７･ン最上部一々＝ズ:ﾄﾚﾘ･ヒシアン七考えられてい宍る言ﾚ

sｃＦｉＴＴｉｉｄti＼のみを特

4道句のレI、ｓｃｈｍｉｄti

yに上方粗粒化に移る

海道の含化石層の層

吏期七七で＼いる。∧

yyﾚ引田付近に露出し

下部層jに=共通する貝

位置も……Ｕ＝Ⅲ層

1=時代はTashiro

ご近い事か＼らカン

西端と東端との地
　　　　　　　　･ - -""㎜㎜㎜■■■■　　　　■　　　■　　　　■　■　　㎜　　　　　■■■■　■■■■■■■■　■　　　　■

質時代につ･いては,＼い各化石相の考察と併せて再考察乱………

I

/|＼∧J……=ﾚ…………万………==……:……∧………＞ｹﾞ∧j………j万
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大型カキ密集層とMett

　大型カキ密集層とＭｅtａｐｌａｃｅｎtｉｃｅｒａｓの産出地点を結ぶ線は，後者を僅か上位にして平行する。

和泉層群基底部を結ぶ線は，西側の愛媛県に近い部分では両者とは大きく離れるが，東側では，

Ｍｅtａｐｌａｃｅｎtｉｃｅｒａｓ産出層とは香川県中東部兼割付近で，カキ密集層とは東端の白鳥付近で交わる。

この大型カキ層は,ニ指示化石としての評価は極めて低く，サントニアン初期に姫浦層群や久慈層群

（Ｃｒａｓｓｏｓtｒｅａfeoｒａｂｏ）に出現する大型カキ層の種との区別は困難である。　　　　　　　　　ト

　また単純な装飾と形態をもつＭｅt叩ｌａｃｅｎtｉｃｅｒａｓは比較的に長いレンジを示していると考えら

れるにも拘らず，本地域では，一産出地点で複数個体が見つかる場合でも，そめ層厚は10－50m程

の狭い範囲に出ている。　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　∇

　＼本邦上部白亜系の大型力牛層の産出は，セノフニアン中期やサｙトニアン初期にも認められ，い

ずれも同一時間面と想定される層序に，周辺の岩相には殆ど関係なく産出七ている（ただし北海道

のセノマニアン・サントニアンには，まだ知られていない，この事は蝦夷層群の含浅海生貝化石を

伴う岩相は殆どスランプ性堆積物と思われるので，蝦夷層群堆積盆の形成過程の解明がなされた上

で議論すべきであろう）。 白亜紀におけるこの大型カギで構成されるカキ礁は，同一時間面に突如

として形成された可能性があると考えられるが，そのカキ礁形成φ条件などの要因にういてはよく

判らない。　　　　　　　　十　　　　　　　　　　ダ　　　ｊ

　Ｍｅt叩胞ｃｅｎtｉｃｅｒａｓについても力牛礁の形成と同様に，同一時間面（産出層準）に，極東地域を

覆い尽くす様なＭｅtａｐｌａｃｅｎtｉｃｅｒａｓの大量繁殖が発生したのではないかと言う推定が可能である。

従って，　ＭｅtａｐＬａｃｅｎtｉｃｅｒａｓと大型カキ密集層は上部白亜系の対比に極めて有効な材料と考えられ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　十

Ｍｅtａｐｌａｃｅｎtｉｃｅｒａｓの層位学的有用性については｡松本(1981卜によって指摘され, Morozumi

(1985)は和泉層群のＭｅt叩池ｃｅａtｉｃｅｒａｓの産出層準脊カンパニアン最上部とした。 Kodama

(1989)による和泉層群の古地磁気層序の検討によれば，引田南方懲は，和泉層群の基底部近くは

マーストリヒシアンであると考えている。山崎(1987)により放散虫化石による和泉層群の層序の

検討がなされ，大型化石の層序区分とは矛盾しないと言う結論が示されているが，現時点での放散

虫による時代区分精度では，この程度が限界かと思われる。

　天草での大型カキ密集層の年代については，浮遊性有孔虫による区分（高柳・安田1980)では，

力牛層（ＵＴⅢ層下部層）よりも上位（Ｕ－IV層基底部）がマーストリヒシアン最下部－=カンパ

ニアン最上部とされているので,＼カキ層はカンパニアンの上部と考えられる。Ｍｅtａｐｌａｃｅｎtｉｃｅｒａｓ

は，和泉層群では力半層の下位にあるので，天草でのＭｅtａｐｌａｃｅｎtｉｃｅｒａｓの産出は確認されては

いないが，和泉層群や函淵層群と同様に力半層の下位にＭｅtａｐｌａｃｅｎ,ｔｉｃｅｒａｓの産出層準があると

見なせば，Ｍｅte

有孔虫・古地磁気による層序区分は現時点では殆ど矛盾はなく，このカキ層・Ｍｅtａｐｌａｃｅｎtｉｃｅｒａｓ

出現層準まではカンパニデンと見なすことが出来る。　　　　　　尚　　　し

イノセラムスについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　ヶ

　本地域に知られるイノセラムスのなかで，浅海生公海生の貝化石に混じって産出し明らかにスラ

ンプ性あるいはストーム性の流れ込みによると考えられる堆積相中に産出するものを除けば，

Ｓｐｈｅｎｏｃｅｒａｍｕｓｓcfimidti.�ｏｃｅｒａｍｕｓ（Ｃａtａｏｅｒａｒｒｕｉｓ)aff. bal出回, /. (C.) aff. toyajoanus

のように密集層をなす種群と，I. ｓｈｉｈｏtａｎｅｎｓiｓや?　Ｓｐｈｅｎｏｃｅｒａｍｉｘｓｓａｃｈａｌｉｎｅｎｓiｓのように散点

的に産出する種群がある。また，それらのイノセラムスの産出岩相は｡ Ｓ. ｓｃｈｍｉｄtiは層理鮮明な

暗灰色泥岩, /. (C.)励ff.balticｕｓ, /. (C.) affバｏy可此ｕｓは層理やや不鮮明な暗灰色シルト岩
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に、工城ifeotａｎｅｎｓiｓや=:Ｓ.トｓａｃＫａｌｉｎｅｎｓia:は細粒砂岩あﾉる万万万万4=､.に

るｊ(ただレｓ∠必必�函必jニ以＼に奘しずは姫浦暦群や土部蝦夷層

　仁（Ｃ.)２aμ.ダ畑Z£ｈs＼と)仁(Ｃ）レａffレ=φ夕心６油叫…………1―エI.Iφ蜜I果―顔I

示す同世代め群集かjら=構成さIれでいるこ＼とレ凪づノ―:I5Flj光右ノ(坤叫)]y'!

い＼るレ泥底に生息するイノゼケムメ類の生息位置牡レ穫によ犬ぐ

ると考えられレる＼よ従ニつで甑島の姫浦層群上部亜居群にノ観方れ剖

現ずる征レでは,ケかなりの斯間＼(力ツバ牛アヅ中期午ケズ下=ケ……=リj=レjヒ万ニ,;

�f］φｙ司心面s……(含=7．（Ｃ)=▽ａ仔．必Z雨面ナご巾……ニ3J万種=聞j4こ万観万万jら

はサシドヱア=ンの部分

の例えば者ビラ･シベ川流域め上部蝦夷層群でﾄ7……(･戸L)

リス下アｊプして＼いるI、ａｍａｋｕｓｅ几.sisは√筆者ｿの十人田代の1観=察でﾚはi……:=ﾌ

(Plaりｃｅｒａｍus) ezoenぷいと思われる√こ,の二ｅｚｏｃＴｉｓiｓﾆｿﾞは泥底生々]イソザデムズ可＼生息環境やそ

の系統的位置は/. (P.)ｊａｐｏｎｉｃｕＯこ近い種と思和昨くるJ……jjなおI,j に :φ地域回:ｿじ……I:(j

に挟まれ＼るスノラyプ性化石相に伴う十Ｓｐｆｉｅｎｏｃｅｒａｍｕｓｹﾉ,体ノド柚加（==で揉なﾄく/･,ｹﾞ万しﾉ刄………ｎａｉ↓ｍａｒｍ.1であ

り，研究者によづての層序区分の混乱を来してい=ﾉる様首あ=瀋J＼ト=<こ…………＼………∧……………＼：………:=にニ

‥

和泉層群の砂質堆積物中に散点的に産出するイ……ﾉ=万万々;ﾗ=ム友類=4こ:万う,り万ヽ

I

てCま，1産出個体数が少なぐ，

充分な観察をしていないレ従来マニス下サレ仁……丿す………,ﾚﾉ慨詣ｿﾞ標ﾚ慨プうしと＼さ……れた�ｏｃｅｒａｍｈむＳ

ｓh-ifeotａｎｅｎｓiｓﾉはレニカ牛層やメタプラ･センチヤ1日･ラ=･･･j･ﾈご:一産万･･出:==層｡準:万･や･そ万･｡･の下,位｡万一力ヽら万も･y一万｡出現･す:･る･ので･｡，そ･の

レソジにういて若干弗)修正が必要である。………………＼…………:j………,二:万…………ﾉﾀﾞﾉ:…………万………:……＼……=…………

　本邦の後期白亜紀後期のイノセラムス帯区分にづいてﾉは√し今後]ごれ/らﾚの事実を踏ま=えて再検討の

必要があるよ犬　　　　　　　　　　　　　　　＼……j……1ﾆ……＼ﾉﾉ(｀yﾉ:………ﾉ………1…………=･.j……………………………:ﾚyく………………………∧ﾉ…………　　……

和泉層群基底部の化石…………………………….……ﾉ:∧十ﾄ…………=回万………ソ……………==/1:=じ……千∧:…………ﾚﾚ＼十ﾌ‥‥‥‥‥‥

愛媛県松山付近め和泉層群基底部め貝化石相ﾚと香川県東部聯同y層群基底部の貝化石相は√九州の

姫浦層群上部亜層群:との比較か＼らも,………また=そこぬ基底部ｶﾇ大型jj力j=1=キI密丿集層やＭ収肺胞ｃｅｎtｖｃｅｒａｓの

産出層準と斜交することからﾉも，西側でのj堆積がよﾌﾟ……:り･J･･.･早･･ .･･く･1=.:進行]しす卜=る……こ.･と･j｡に

底部に見られる二枚貝類の詳細や,十そのフ]オ ・上部蝦夷

層群:に類似するこﾉとにういて:はすでに報告してい:るト………(野田づ料代√四拝;ﾚ田)代1し:.･1･985)ｶ.i,I:九州や

=北海道と異なるJ?3.Ｋ.　Glｙりｍｅｒiｓの産出状況の章い脊揚げ爪紅奉ノ九州や北海道Tぐ＼はレ殆ﾉど全層

準に∧Ｇりｃｙｍｅ八ｓﾉ=:の産出が知られてﾉいるﾉが.･万不り･泉I層1.群=ヤ.゜.万一4ヰ::.松こ山々.･=産･=I.地:.･Tぐ■il

路局や大阪地域を含めて香川∧・徳島県側でjは全く＼出でい画へ……=:Ｇりｃｙｍｅｒiｓﾉけ,:=万……jlyゼ.ﾉ万々４ア:ン初期

まで凪多くめ浅海生貝化石と同所的に産出するﾚ骸＼ﾄ（ﾉlﾉﾉ=ツキプ………yj=:.･中期以降ﾉは……:(7ら

が密集しか砂岩層を形成するようになる(j田代･j.j.万松.･田,･..万.･::･198:4)o一万jli･毒4･ﾎﾞ･こ:･j.･の.･一時,哉.でj(7･匁丿丿.ｍｅｎｓは現

生種本同じ生息環境を獲得したと考えられ万る．万現生=種CD (5:=と:ん=jど:=C7

底生口貝類が侵大出来なjいような√波浪め影響が強卜砂底仁生息七七いて√有=明海鍛よう心内湾性底生の貝類が侵入出来なjいような，波浪め底生の貝類が侵人出釆ないような，波浪の影響が強いj炒底回に=生息……してい

の海域4こはまず見る=に/とが出来ない。Ｇち聯加印半ﾉ倅特性がにﾚ白]亜紀倒

ば，和泉層群の松山付近でφ堆積時までは外洋性φ特徴ﾉを残七七いが和

付近の堆積時か:ら√内湾性の堆積相ぺと=推移したﾄこ吉雄推定ﾚざﾉれ万乙6=∧………:

ら=たとすれ

が√香川県
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　香川県及びその周辺の和泉層群に特徴的に露出する８層の主要大型化石層には（Ａ）それぞれ同

一時間面に形成されたと考えられる化石層，（Ｂ）特定な堆積環境で形成されたと考えられる化石

層，（Ｃ）和泉層群の堆積時間と環境の推移を示す化石層，（Ｄ）本地域にのみ特徴的な化石層があ

る。

　　（Ａ）にあたる化石層には大型カキ（“Ｃｒａｓｓｏｓtｒｅａ"）密集層，メタプラセンチセラス産出層が

あり，この化石層は本邦上部白亜系に広く追跡できるので，層位学的にも重要である。（Ｂ）には

Ｓｐｈｅｎｏｃｅｒａｍｕｓｓｃｈｍｉｄti産出暗灰色泥岩層，Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓ　（Ｃａt.ａｃｆｔｒａｒｎ,ij,ｓ) aff. toyajoanus　産

出シルト岩層，�ｏｃｅｒａｍｕｓ（Ｃａtａｃｅｒａｍｕｓ）ａ汀。加Z良心産出シルト岩層，�ｏｃｅｒａｍｕｓ

ｓhifeotａｎｅｎｓもｓ産出砂岩層があり，イノセラムス類化石種の産出は，かなり限定された環境に出て

いるため，その種の産出が，必ずしも時間の幅を連続的に示すことにはならず，イノセラムス類の

帯区分については詳細な再検討が必要と成ろう。（Ｃ）には和泉層群基底部二枚貝化石層があげら

れ，和泉層群の海域が西側から侵入し，西側では内湾的要素の強い海域であったことを示している。

また香川県中西部に露出するＢａｃｕlitｅｓ密集石灰質砂岩層は，本地域独特の化石層（Ｄ）である。

　香川県・徳島県の県境付近の財田町南方の砂岩採石場の砂岩優勢なタービダイト相の砂岩から，

古代アマモで知られる生痕？化石がでることはよく知られているが，古代アマモに関しては未知な

点が多いので，今回の報告からは除外した。，和泉層群に見られるＳｐｆｉｅｎｏｃｅｒａｍｕｓ ｓｃＫｒａｉｄtiを産

出する層理鮮明な暗灰色泥岩層は，和泉層群と九州の姫浦層群には厚く発達するが，北海道では，

Ｓ，ｓｃｈｍｉ血iは，海退期を思わせるシルト岩一細粒砂岩中に，掃き寄せ状にアンモナイトや種々の

貝化石と共に産出していることが多い。この事は白亜紀後期の北海道と九州・四国のテクトニック

な運動の違いに関係があると思われ興味深い。
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